














茶振興に連携誓う
福岡県茶業共進会褒章授与と

生産者大会

野
菜
振
興
へ

中
ネ
ギ
取
り
組
み

　
Ｊ
Ａ
に
じ
梨
部
会
は
、
平
成
30

年
度
生
産
販
売
反
省
会
及
び
総
会

を
２
月
１
日
、
山
春
コ
ミ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
開
き
ま
し
た
。
佐
藤

部
会
長
は
「
30
年
度
は
７
月
か
ら

の
高
温
・
少
雨
に
よ
り
小
玉
傾
向

と
な
っ
た
も
の
の
昨
年
並
み
の
販

売
単
価
と
な
っ
た
。
31
年
度
は
大

玉
生
産
に
取
り
組
み
た
い
」
と
目

標
を
述
べ
、
右
田
組
合
長
は
「
農

産
物
の
価
格
安
定
と
経
費
削
減
に

努
め
農
家
の
所
得
増
大
を
め
ざ
し

ま
す
」
と
意
欲
を
語
り
ま
し
た
。

ま
た
市
場
関
係
者
か
ら
は
ひ
き
続

き
販
売
努
力
を
誓
う
と
と
も
に
生

産
量
の
維
持
拡
大
を
要
望
。
部
会

員
に
「
Ｊ
Ａ
に
じ
の
梨
を
心
待
ち

に
し
て
い
る
消
費
者
が
い
る
こ
と

を
胸
に
こ
れ
か
ら
も
生
産
に
励
ん

で
い
た
だ
き
た
い
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。
総
会
で
は
収
支
決
算
ほ

か
す
べ
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
、

研
究
会
、
女
性
部
、
生
産
対
策
員

の
活
動
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
福
岡
県
茶
生
産
組
合
連
合
会
な

ど
に
よ
る
第
51
回
福
岡
県
茶
業
共

進
会
褒
章
授
与
式
と
福
岡
県
茶
生

▲ 共販に向けた第１回目の説明会

所
得
増
大

め
ざ
し
て

共
販
見
据
え

説
明
会

梨
部
会
生
産
反
省
会
・
総
会

▲

 

煎
茶
園
の
部
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
堀
江
正
晃
さ
ん

▲

 

品
評
会
で
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た

末
次
誠
さ
ん

▲ 

国
内
外
へ
の
茶
発
信
へ
連
携
を
確

認
し
た
大
会
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Ｊ
Ａ
に
じ
は
１
月
29
日
、
中
ネ

ギ
の
栽
培
説
明
会
を
Ｊ
Ａ
本
店
で

開
き
ま
し
た
。
野
菜
振
興
を
す
す

め
る
Ｊ
Ａ
が
共
同
販
売
を
見
据
え

導
入
す
る
作
目
で
、５
月
か
ら
６
月

播
種
、８
月
か
ら
10
月
収
穫
と
夏
期

の
作
業
と
な
り
ま
す
。
ホ
ウ
レ
ン

草
と
い
っ
た
冬
野
菜
栽
培
農
家
に

は
夏
場
の
空
き
農
地
を
活
用
し
た

野
菜
の
周
年
栽
培
に
よ
り
経
営
安

定
に
つ
な
が
る
こ
と
や
、
価
格
の

安
定
性
に
加
え
て
主
要
産
地
の
高

齢
化
に
よ
り
市
場
ニ
ー
ズ
や
将
来

性
が
期
待
で
き
る
こ
と
も
今
回
導

入
に
至
っ
た
理
由
で
す
。
説
明
会

で
は
Ｊ
Ａ
園
芸
指
導
販
売
課
の
和

▲

功
労
者
表
彰
を
受
け
た
堀
江
清
司
さ
ん
夫
妻

産
者
大
会
が
１
月
22
日
、
吉
井
町

の
う
き
は
市
文
化
会
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。
関
係
機
関
や
生
産
者
ら

約
２
０
０
人
が
出
席
。
共
進
会
で

は
お
茶
の
部
２
０
８
点
、
茶
園
の

部
60
点
か
ら
各
賞
受
賞
者
に
褒
章

が
授
与
さ
れ
、
に
じ
管
内
で
は
煎

茶
園
の
部
で
浮
羽
町
の
堀
江
正
晃

さ
ん
が
最
優
秀
賞
、
同
町
の
堀
江

清
司
さ
ん
が
功
労
者
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
会
場
入
り
口
で
は

Ｊ
Ａ
に
じ
お
茶
部
会
女
性
部
が
お

茶
を
使
っ
た
菓
子
で
参
加
者
を
歓

迎
。
初
の
試
み
で
大
会
を
盛
り
立

て
ま
し
た
。
う
き
は
市
の
髙
木
市

長
は
昨
年
12
月
に
八
女
市
星
野
村

と
浮
羽
町
妹
川
地
区
間
で
開
通
し

た
合
瀬
耳
納
ト
ン
ネ
ル
に
ふ
れ「
両

地
域
が
よ
り
近
い
関
係
と
な
り
、

さ
ら
な
る
交
流
と
お
茶
発
信
に
役

割
を
担
っ
て
く
れ
る
は
ず
」
と
期

待
を
込
め
ま
し
た
。

合
担
当
が
作
業
面
の
利
点
に
、
簡

易
な
機
械
や
施
設
で
栽
培
で
き
経

費
や
労
力
負
担
が
少
な
い
こ
と
を

あ
げ
、
播
種
機
貸
し
出
し
な
ど
最

大
限
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
る
考
え
を

示
し
ま
し
た
。
今
後
は
資
材
確
保

か
ら
始
め
て
４
月
の
出
荷
説
明
会
、

７
月
に
現
地
検
討
会
と
続
き
、
情

報
共
有
し
な
が
ら
出
荷
を
め
ざ
す

計
画
で
す
。



▲ 

剪
定
実
演
を
真
剣
に
見
つ
め
る
参

加
者

▲

 

今
後
の
対
策
を
学
ん
だ
研
修
会

8 ● JANews

　
Ｊ
Ａ
に
じ
と
久
留
米
普
及
指
導

セ
ン
タ
ー
は
栽
培
初
心
者
に
向
け

た
講
習
会
を
１
月
15
日
、
吉
井
町

の
柿
園
で
開
き
ま
し
た
。
柿
づ
く

り
を
継
い
で
年
数
の
浅
い
人
、
復

習
を
か
ね
基
礎
か
ら
学
び
た
い
と

い
う
生
産
者
な
ど
、
幅
広
い
年
齢

中
間
管
理
研
修
会

柿
初
心
者
向
け
講
習
会

「
に
じ
の
高
品
質

麦
」づ
く
り
へ

増
や
せ
特
産

担
い
手

基
本
作
業
の
励
行
と
気
象
や
生
育

に
応
じ
た
適
期
・
適
正
管
理
に
努

め
、
質
・
量
と
も
に
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
麦
生
産
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
に
じ
と
久
留
米
普
及
指
導

セ
ン
タ
ー
は
、
麦
の
中
間
管
理
研

修
会
を
１
月
18
日
、
Ｊ
Ａ
本
店
で

開
き
ま
し
た
。
主
要
管
理
に
麦
ふ

み
、
土
入
れ
、
排
水
、
除
草
、
追

肥
を
あ
げ
、
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
。

高
品
質
・
高
収
益
の
麦
づ
く
り
へ

対
策
徹
底
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
麦
部
会
は
30
年
度
、
部
会
一

体
の
取
り
組
み
に
よ
り
実
需
者
と

の
契
約
目
標
を
達
成
。
31
年
度
も

鉢物部会

バラ部会

早春の彩り
「ハーデンベルギア」

「花を贈る人」に

層
か
ら
１
０
０
人
余
り
が
参
加
。

久
留
米
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
果
樹▲ 色とりどりのバラを手にＰＲする上村担当

係
が
冬
場
の
重
点
管
理
で
あ
る
剪

定
を
主
に
基
礎
か
ら
分
か
り
や
す

く
講
義
し
、
充
実
し
た
果
実
に
つ

な
が
る
枝
の
整
理
の
仕
方
を
実
演

し
ま
し
た
。
初
心
者
向
け
講
習
は

柿
づ
く
り
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
サ

ポ
ー
ト
し
担
い
手
定
着
に
つ
な
げ

た
い
と
昨
年
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
に
じ
総
合
グ
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
で
は
２
月
初
旬
に
か
け
て

「
ハ
ー
デ
ン
ベ
ル
ギ
ア
」
の
出
荷
が

最
盛
を
迎
え
ま
し
た
。
早
春
に
胡

蝶
蘭
に
似
た
白
や
紫
の
小
花
が

び
っ
し
り
と
枝
垂
れ
て
咲
き
、
ま

た
。
Ｊ
Ａ
園
芸
指
導
販
売
課
の
上

村
担
当
に
よ
る
と
、
冬
期
も
高
温

傾
向
が
続
い
た
た
め
、
生
産
農
家

は
施
設
の
温
度
管
理
に
細
か
く
気

を
配
る
な
ど
品
質
維
持
に
努
め
て

い
ま
す
。
ま
た
地
域
内
外
の
イ
ベ

　
２
月
14
日
を
前
に
、
花
業
界
は

一
体
で
「
フ
ラ
ワ
ー
バ
レ
ン
タ
イ

ン
」
と
銘
打
ち
「
花
を
贈
ろ
う
」

と
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
。
年
間

40
品
種
１
０
０
万
本
を
出
荷
す
る

Ｊ
Ａ
に
じ
バ
ラ
部
会
も
、
赤
、
ピ

ン
ク
、
白
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
色
な
ど

豊
富
に
揃
え
て
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

ン
ト
を
活
用
し
た
展
示
会
な
ど
で

Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
ほ
か
、
昨
年
は
地

元
児
童
の
ハ
ウ
ス
見
学
な
ど
生
産

者
と
の
交
流
を
通
し
花
の
魅
力
を

紹
介
。「
花
を
贈
る
す
す
め
」
を
説

き
浸
透
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

だ
寒
さ
厳
し
い
季
節
に
優
し
い
彩

り
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
花
色
は

単
色
に
加
え
、
一
鉢
で
白
、
紫
、

ピ
ン
ク
が
楽
し
め
る
３
色
植
え
の

２
タ
イ
プ
で
出
荷
。
春
を
待
つ
間

「
室
内
の
春
」
を
観
賞
で
き
ま
す
。

▲ 

華
や
か
な
３
色
植
え



女性部の取り組みを学ぶ
JAはだのが視察研修
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▲
 

農
政
連
の
役
割
を
学
ん
だ
研
修
会

▲ 友好ＪＡを提携しているＪＡはだのと女性部活動の成果や
課題を情報交換し親睦を深めました

▲

講演する佐藤氏▲「べーえ」で風邪の虫飛んでけ

　
Ｊ
Ａ
に
じ
は
女
性
大
学
17
回
講

義
を
１
月
15
日
、
Ｊ
Ａ
教
育
セ
ン

タ
ー
き
ず
な
で
開
き
ま
し
た
。
日

本
ヨ
ガ
協
会
認
定
の
「
笑
い
ヨ
ガ

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
」
で
、
健
康
運
動

指
導
士
の
佐
藤
昌
久
氏
が
「
笑
い

ヨ
ガ
〜
笑
う
門
に
は
福
来
る
」
と

題
し
講
義
。「
笑
う
こ
と
は
有
酸
素

運
動
で
あ
り
、
心
の
健
康
も
得
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
さ
に
一
石
二

鳥
」
と
笑
い
ヨ
ガ
の
効
果
を
述
べ
、

参
加
者
は
実
際
に
体
験
し
な
が
ら

実
感
し
て
い
ま
し
た
。

　
福
岡
県
農
政
連
は
１
月
27
日
、

福
岡
サ
ン
パ
レ
ス
で
農
政
連
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
を
開
き
、
県
下
役
員
・

盟
友
約
４
０
０
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
研
修
会
で
は
、
に
じ
農
政
連

副
委
員
長
の
大
熊
茂
成
氏
が
「
選

挙
活
動
の
必
要
性
、
意
義
」
に
つ

い
て
講
演
。
農
政
連
の
役
割
と
重

要
性
を
説
き
ま
し
た
。
ま
た
自
由

民
主
法
曹
団
が
「
選
挙
に
関
す
る

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
」
を
行

い
、
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
１
月
22
日
、
神
奈
川
県
の
Ｊ
Ａ

は
だ
の
が
Ｊ
Ａ
に
じ
に
視
察
研
修

に
訪
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
は
だ
の
は

Ｊ
Ａ
に
じ
と
友
好
Ｊ
Ａ
を
提
携
し

て
お
り
、
担
当
部
長
、
課
長
と
女

性
部
員
ら
10
人
が
来
農
。
Ｊ
Ａ
に

じ
の
直
売
所
や
園
芸
流
通
セ
ン

タ
ー
を
見
学
し
た
後
、
女
性
部
の

概
要
や
様
々
な
活
動
を
生
活
福
祉

課
の
星
野
担
当
が
説
明
。
は
だ
の

か
ら
は
「
に
じ
女
性
部
の
活
動
は

活
発
で
学
ぶ
こ
と
が
多
い
」
と
感

想
を
述
べ
、
一
方
で
部
員
減
少
に

対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
双
方
Ｊ
Ａ

に
と
っ
て
大
き
な
課
題
で
あ
る
と

話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
に
じ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
「
に
じ
の
家
」
で
は
、
風
邪

対
策
に
ス
タ
ッ
フ
が
考
え
た
「
あ
、

い
、
う
、
べ
ー
」
体
操
が
利
用
者

の
日
課
と
な
っ
て
い
ま
す
。
口
腔

体
操
の
一
環
で
、
し
っ
か
り
と
口

を
動
か
し
「
あ
、
い
、
う
」
の
あ

と
思
い
っ
き
り
「
べ
ー
え
」
と
舌

を
出
し
、
さ
ら
に
舌
を
口
の
中
で

大
き
く
回
し
て
唾
液
腺
を
刺
激
し

活
動
の
意
義

を
学
ぶ

あ
、い
、う
、べ
ー
で

風
邪
知
ら
ず

笑
い
ヨ
ガ
は
万
能
薬
！

福
岡
県
農
政
連
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

デ
イ
セ
ン
タ
ー「
に
じ
の
家
」口
腔
体
操

女
性
大
学
第
17
回
講
義

ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
で

看
護
師
の
和
田
さ
ん
に
よ
る
と
、

唾
液
の
分
泌
を
促
す
こ
と
で
風
邪

予
防
や
、
食
べ
物
を
飲
み
込
み
や

す
く
す
る
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
猛
威
を
振
う

な
か
ス
タ
ッ
フ
と
も
ど
も
励
行
中

で
す
。
ほ
か
に
も
数
種
類
の
動
き

で
口
の
中
を
ほ
ぐ
し
滑
ら
か
に
し

て
、
口
腔
体
操
の
あ
と
は
効
果
の

確
認
も
兼
ね
昼
食
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
口
腔
体
操
を
行
う
こ
と
で

利
用
者
が
互
い
の
表
情
を
見
て
思

わ
ず
笑
い
だ
し
た
り
と
、
心
の
活

性
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。



▲
 

カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
さ
れ
た
Ｊ
Ａ

賞
受
賞
者

オリジナルカレンダー表彰

▲
 

感
謝
状
を
手
に
す
る
髙
倉
店
長
と
ス

タ
ッ
フ

▲
 

棚
田
を
に
ぎ
や
か
に
彩
る
お
ひ
な
さ
ま
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自慢の農産物をアピール

　
１
月
25
日
、
う
き
は
警
察
署
で
、

Ｊ
Ａ
に
じ
「
に
じ
の
耳
納
の
里
」

に
対
す
る
感
謝
状
贈
呈
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
安
全
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
推
進
の
た
め
の
活
動
を
支
援

す
る
な
ど
、
警
察
署
の
運
営
に
多

大
な
貢
献
を
行
っ
た
こ
と
に
贈
ら

れ
た
も
の
で
す
。

　
浮
羽
町
の
標
高
５
０
０
㍍
に
位

置
す
る
「
つ
づ
ら
棚
田
」
に
、
パ

ネ
ル
に
あ
し
ら
っ
た
お
ひ
な
ま
さ

ま
が
お
目
み
え
。
に
ぎ
や
か
に
来

訪
者
を
迎
え
、
棚
田
に
春
を
告
げ

て
い
ま
す
。
棚
田
保
全
に
取
り
組

む
地
域
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
「
夢
酔

塾
」
が
、
山
里
の
原
風
景
で
あ
り

ひ
な
壇
に
も
似
た
棚
田
に
親
し
ん

で
も
ら
い
、
お
ひ
な
さ
ま
め
ぐ
り

　
Ｊ
Ａ
に
じ
は
１
月

15
日
、
Ｊ
Ａ
本
店
で
、

２
０
１
９
年
版
Ｊ
Ａ

に
じ
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ

レ
ン
ダ
ー
掲
載
者
を

表
彰
し
ま
し
た
。
今

年
の
テ
ー
マ
は
「
ふ

る
さ
と
で
育
っ
た
農

産
物
」
で
、
昨
年
管

内
小
学
校
５
年
生
に

募
集
。
３
８
８
人
の

応
募
作
品
か
ら
Ｊ
Ａ
賞
12
点
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
賞
受
賞
作
品

は
各
月
に
掲
載
さ
れ
自
慢
の
農
産

物
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。
ま
た
入

賞
作
品
24
点
は
広
報
誌
「
に
じ
だ

よ
り
」
に
毎
月
２
点
ず
つ
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　【
前
列
左
か
ら
】
國
武
桜
（
大
石

小
）、
梯
世
菜
（
船
越
小
）、
山
﨑

昇
太
（
田
主
丸
小
）、家
永
愛
渚
（
福

富
小
）、
物
部
大
雅
（
御
幸
小
）、

古
賀
愛
咲
（
竹
野
小
）、
永
野
真
日

琉
（
千
年
小
）、末
次
夢
（
山
春
小
）、

小
栁
妃
璃
（
水
縄
小
）、
和
田
れ
ん

じ
（
小
塩
小
）、
国
武
孝
太
郎
（
江

南
小
）、
髙
尾
結
花
（
吉
井
小
）

【
敬
称
略
】

地
域
貢
献
に

感
謝
状

に
じ
の
耳
納
の
里

浮羽町つづら棚田

おひなさまが歓迎

の
Ｐ
Ｒ
に
も
な
れ
ば
と
２
０
０
７

年
か
ら
始
め
ま
し
た
。２
０
１
２
年

の
九
州
北
部
豪
雨
で
つ
づ
ら
棚
田

が
被
災
し
パ
ネ
ル
も
大
部
分
が
流

さ
れ
ま
し
た
が
、
多
く
の
尽
力
で

棚
田
が
復
旧
し
た
こ
と
で
、
同
塾

も
再
度
パ
ネ
ル
を
製
作
し
ま
し
た
。

今
年
は
う
き
は
市
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ

「
う
き
ピ
ー
」
も
新
た
に
加
え
４
月

３
日
ま
で
展
示
し
て
い
ま
す
。
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【
平
成
31
年
１
月
25
日（
金
）開
催
】

理
事
会
だ
よ
り

【
附
議
事
項
】

・ 

集
落
座
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

・ 

パ
ソ
コ
ン
の
更
新
に
つ
い
て

・ 

死
亡
組
合
員
整
理
に
つ
い
て

・ 

米
穀
共
同
計
算
基
本
要
領
の
全
面
改
正

に
つ
い
て

・ 

米
穀
共
同
計
算
基
本
要
領
の
全
面
改
廃

に
伴
う
職
務
権
限
表
の
改
正
に
つ
い
て

　
Ｊ
Ａ
に
じ
は
、
地
域
住
民
の
生

活
設
計
を
サ
ポ
ー
ト
し
よ
う
と
定

例
無
料
相
談
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

２
月
５
日
か
ら
７
日
に
か
け
て
各

支
店
で
行
い
、
社
会
保
険
労
務
士

の
野
口
紀
子
さ
ん
が
年
金
に
関
す

る
様
々
な
相
談
や
疑
問
に
分
か
り

や
す
く
答
え
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し

た
。
Ｊ
Ａ
で
は
定
例
相
談
会
を
通

じ
て
面
倒
な
年
金
請
求
の
お
手
伝

い
な
ど
を
行
い
、
年
金
に
関
す
る

不
安
解
消
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

年
金
の
不
安

解
消
へ

社
会
支
援
に

ひ
と
役

相
談
会
で
サ
ポ
ー
ト

刑
務
所
作
業
製
品
即
売
会

▼

様々な相談に応じる社会保険労務士とJA担当者

▼

▼日用雑貨から伝統工芸品まで並んだ即売会

▼

▼会場いっぱいに並んだ農機

　
Ｊ
Ａ
に
じ
「
に
じ
の
耳
納
の
里
」

で
２
月
９
日
か
ら
11
日
に
か
け
て
、

刑
務
所
作
業
製
品
展
示
即
売
会
が

あ
り
ま
し
た
。
地
域
内
外
に
刑
務

所
作
業
の
内
容
を
知
っ
て
活
用
し

て
も
ら
お
う
と
関
係
法
人
と
連
携
。

今
回
が
初
め
て
の
開
催
で
す
。
会

場
に
は
全
国
の
刑
務
所
で
製
作
し

た
木
工
の
家
具
や
小
物
、
日
用
雑

貨
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ン
ロ
や
靴

な
ど
多
種
多
彩
な
製
品
に
加
え
、

久
留
米
絣
や
佐
賀
錦
と
い
っ
た
伝

統
工
芸
品
も
並
び
、
期
間
中
は
大

勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
本
格
的
な
農
作
業
開
始
や
新
年

度
を
控
え
、
Ｊ
Ａ
に
じ
は
農
機
・

車
両
展
示
会
を
２
月
２
日
と
３
日
、

Ｊ
Ａ
農
機
セ
ン
タ
ー
前
で
行
い
ま

し
た
。
農
機
は
小
型
か
ら
大
型
ま

で
多
種
多
彩
に
、
車
両
は
新
車
を

中
心
に
展

示
。
２
日

間
で
ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
３

台
を
含
む
農
機
30
台
余
り
の
契
約

が
成
立
し
ま
し
た
。
会
場
で
は
３

月
末
ま
で
展
開
中
の
Ｊ
Ａ
農
機
ハ

ウ
ス
ロ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
、

マ
イ
カ
ー
ロ
ー
ン
の
チ
ラ
シ
を
配

布
。
内
容
の
周
知
と
理
解
に
努
め

活
用
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

効率アップへ「助っ人」ずらり
農機・車両展示会
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６次化品ＰＲへＡコープと連携

▼

抽選を行う右田組合長（中央）ら

▼

 フリーズドライ「トマトスープ」に新商品「国
産鶏のトマト煮」（右）試食用をサービス

ＳＳ合同キャンペーン抽選会
「国産鶏のトマト煮」お試しキャンペーン

ご応募ありがとう
ございました

　
Ｊ
Ａ
に
じ
は
、
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｓ
・

う
き
は
Ｓ
Ｓ
・
田
主
丸
Ｓ
Ｓ
の
３

店
合
同
に
よ
る
「
冬
の
謝
恩
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
、
12
月
１
日
か
ら

31
日
ま
で
行
い
ま
し
た
。
期
間
中

給
油
し
た
方
に
抽
選
で
農
協
全
国

商
品
券
が
当
た
る
も
の
で
、
応
募

総
数
は
１
８
９
１
件
に
上
り
ま
し

た
。１
月
17
日
、
Ｊ
Ａ
本
店
で
、
右

田
組
合
長
、
石
井
営
農
経
済
常
務
、

田
中
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｓ
店
長
ら
に
よ
る

抽
選
会
を
行
い
当
選
者
を
決
定
し

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
に

感
謝
し
、
今
後
も
地
域
の
Ｓ
Ｓ
と

し
て
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
に
じ
「
に
じ
の
耳
納
の
里
」

で
は
、
ト
マ
ト
売
り
場
に
ト
マ
ト

を
使
っ
た
温
か
い
レ
シ
ピ
を
掲
示

し
好
評
で
す
。
直
売
所
「
ま
ん
て

ん
市
場
」
に
は
大
玉
２
個
入
り
の

「
旨
果
ト
マ
ト
」
や
数
個
袋
か
ら
箱

入
り
ま
で
豊
富
に
並
び
、
あ
た
た

か
レ
シ
ピ
紹
介
は
、
出
盛
り
の
ト

　
Ｊ
Ａ
に
じ
外
商
係
は
（
株
）
Ａ

コ
ー
プ
九
州
と
連
携
し
、
特
産
の

ト
マ
ト
を
使
っ
た
新
商
品
「
国
産

鶏
の
ト
マ
ト
煮
」
お
試
し
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
展
開
中
で
す
。
Ｊ
Ａ
が

商
品
化
し
た
人
気
商
品
、
フ
リ
ー

ズ
ド
ラ
イ
「
ト
マ
ト
ス
ー
プ
」
10

食
入
り
に
国
産
鶏
の
ト
マ
ト
煮
１

個
を
サ
ー
ビ
ス
し
て
販
売
。
同
商

品
の
知
名
度
ア
ッ
プ
を
は
か
り
ト

マ
ト
ス
ー
プ
の
さ
ら
な
る
拡
大
に

も
つ
な
げ
る
ね
ら
い
で
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
３
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
を

冬
は
ト
マ
ト
で

ポ
カ
ポ
カ
に

あ
っ
た
か
レ
シ
ピ
紹
介

計
画
し
て
い
ま
す
。
国
産
鶏
の
ト

マ
ト
煮
は
ベ
ー
ス
と
な
る
ソ
ー
ス

に
「
桃
太
郎
」１
０
０
％
の
ト
マ
ト

ピ
ュ
ー
レ
を
使
用
。
水
分
や
塩
分

を
加
え
ず
ト
マ
ト
本
来
の
酸
味
と

甘
み
を
生
か
し
た
ソ
ー
ス
で
国
産

の
鶏
肉
と
シ
メ
ジ
を
煮
込
み
ま
し

た
。
電
子
レ
ン
ジ
対
応
と
、
手
軽

さ
も
う
れ
し
い
逸
品
で
す
。

マ
ト
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
ほ
し
い

と
同
店
ス
タ
ッ
フ
の
鳥
越
担
当
が

思
い
付
き
ま
し
た
。レ
シ
ピ
は
ス
ー

プ
や
炒
め
煮
、
オ
ー
ド
ブ
ル
風
な

ど
で
、
同
店
に
出
荷
さ
れ
て
い
る

食
材
で
で
き
る
も
の
、
手
間
が
か

か
ら
ず
美
味
し
い
も
の
を
選
び
ま

し
た
。
鳥
越
担
当
は
「
地
場
産
ト

マ
ト
で
身
も
心
も
ぽ
か
ぽ
か
に

な
っ
て
」
と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

▲ 

ト
マ
ト
で
温
ま
っ
て
と
Ｐ
Ｒ
す
る

鳥
越
担
当

　
今
年
の
干
支
イ
ノ
シ
シ
を
食
べ

て
寒
さ
を
乗
り
切
ろ
う
と
、
Ｊ
Ａ

に
じ
「
に
じ
の
耳
納
の
里
」
は
２

月
10
日
、
地
元
で
獲
れ
た
イ
ノ
シ

シ
を
使
っ
た
カ
レ
ー
を
販
売
し
ま

し
た
。ジ
ビ
エ
の
美
味
し
さ
を
知
っ

て
も
ら
い
、
獣
害
に
悩
む
農
家
の

苦
労
に
も
思
い
を
は
せ
て
も
ら
え

れ
ば
と
行
い
ま
し
た
。
浮
羽
町
で

獲
れ
た
イ
ノ
シ
シ
に
地
場
産
の
野

菜
を
加
え
た
も
の
で
、
準
備
し
た

１
０
０
食
を
完
売
し
ま
し
た
。

地場産イノシシカレー登場

干支ジビエでパワーアップ

▲
 「

地
元
で
獲
れ
た
イ
ノ
シ

シ
を
味
わ
っ
て
」と
呼
び

か
け
る
ス
タ
ッ
フ











くわしくはＪＡにじ生活福祉課 （☎７５‐４１３４）まで

農業に限らず、後継者不足で廃業してし
まう事業者が後を絶ちません。事業継承
がうまくいくノウハウを分かりやすく紹
介します。

平成は記憶に焼き付けられるような大災
害が多発した時代でした。いま日本の食
と農を支える地域がどのような状態にあ
るのか、どのような復興の道筋をたどっ
ているのかをルポします。

平成の災害を忘れないPic
k u

p!

Pic
k u

p!

『家の光』は「食と農」「暮ら
し」「協同」「家族」をたいせ
つに、みんながつながるこ
とで、人・組織・地域が元気
になる記事が満載です。

『家の光』は「食と農」「暮ら
し」「協同」「家族」をたいせ
つに、みんながつながるこ
とで、人・組織・地域が元気
になる記事が満載です。

『家の光』で
より豊かな生活を
『家の光』で
より豊かな生活を

ムラを守るために
今こそ“継業”だ！

予告

３４）までで

てし
継承継承
く紹

大災
の食
にあ
どっどっ

い

ここでは、ＪＡにじ
青年部が日頃行っている活動を
紹介していきます。

もっと女性参画！

世界を輝かせる女性たち

　１月22日・23日の二日間、宮崎県 宮崎観光ホテルで『ＪＡ九青協農業経営対策研修会』が、約200名の盟友・関係者
参加のもと開催されました。
　平成31年10月１日から施行される軽減税率について研修があり、「軽減税率・インボイス制度について」宮崎税務署 
上田健作 氏が講義。　また「高千穂郷・椎葉山地域の世界農業遺産登録について」と題し、開催県である地元宮崎の高
千穂町役場 総合政策室 田崎友教 氏より高千穂町における山間地農林業複合システムや世界農業遺産連携協定に伴
う取り組みについて講義があり、また人と人とのきずなや交流を語りました。
　二日目は県内農場等の視察も行い、大いに刺激を受け充実した研修会となりました。

　１月22日・23日の二日間、宮崎県 宮崎観光ホテルで『ＪＡ九青協農業経営対策研修会』が、約200名の盟友・関係者
参加のもと開催されました。
　平成31年10月１日から施行される軽減税率について研修があり、「軽減税率・インボイス制度について」宮崎税務署 
上田健作 氏が講義。　また「高千穂郷・椎葉山地域の世界農業遺産登録について」と題し、開催県である地元宮崎の高
千穂町役場 総合政策室 田崎友教 氏より高千穂町における山間地農林業複合システムや世界農業遺産連携協定に伴
う取り組みについて講義があり、また人と人とのきずなや交流を語りました。
　二日目は県内農場等の視察も行い、大いに刺激を受け充実した研修会となりました。

ＪＡ九青協農業経営対策研修会ＪＡ九青協農業経営対策研修会１ 22・23
火 水

家族で囲む
大皿おせち

　テーマは「ふるさとで育った農産物」。２０１８年の夏休み
に管内１６小学校の５年生を対象に絵画作品を募集し、応募
いただいた中からＪＡ賞１２点、入賞２４点を選定しました。
　ＪＡ賞１２点でＪＡにじオリジナルカレンダーを作成していま
す。入賞作品については毎月２点ずつ広報誌でご紹介します。
今回は３月の入賞者です。

2018年JAにじオリジナルカレンダー

絵画コンクール入賞作品紹介
2018年JAにじオリジナルカレンダー

絵画コンクール入賞作品紹介
2018年JAにじオリジナルカレンダー

絵画コンクール入賞作品紹介
2019年JAにじオリジナルカレンダー

絵画コンクール入賞作品紹介

2019年

3月号青年部かわら版

けい ぎょう

店舗休業及び
吉井支店ＡＴＭ休止のお知らせ

※浮羽・田主丸営農センターは通常営業いたします。
※ゆめマート・浮羽支店・田主丸支店ＡＴＭは通常通りご利用いただけます。

ご不便をおかけしますがご理解とご協力をお願いいたします

停電を伴う電気設備工事のため３月３日（日）
農機センター 吉井営農センター 吉井支店ＡＴＭ

休業 休業 休止
となります

～家庭菜園を始めたい人を応援します～

◆対象者：野菜栽培のやり方はよくわからないが、家庭菜
園に意欲のある方
◆募集人員：20名（定員になり次第、受付終了）
◆参加料：年間10,000円（個人別の実習菜園も有ります）
　※但し、資材・肥料・種子代等は、実費負担
◆内容：露地野菜全般の栽培と収穫指導
　（１月、８月を除いて毎月１回開催）

　JAにじでは若い世代から熟年の世代まで、家庭菜園を始め
てみたいと思う方を対象に「元気大学」の参加者を募集しま
す。植付けから収穫までの道のりをバックアップし、加工体験
なども行います。
　JAにじ管内（旧浮羽郡）の豊かな自然環境のなか、自分で育
てた野菜を収穫し、味わってみてはいかがですか。

期間：2019年4月～翌年3月
回数：全10回（1月・8月は除く）
開催日：第１土曜
時間：9:00～12:00
※期間、開催日、時間等については作物の状況や天候等で
変更になることがあります。

募集要項

開催期間

ＪＡにじ
「元気大学」参加者募集！
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平成の災害を忘れないPic
k u

p!

Pic
k u

p!

『家の光』は「食と農」「暮ら
し」「協同」「家族」をたいせ
つに、みんながつながるこ
とで、人・組織・地域が元気
になる記事が満載です。

『家の光』は「食と農」「暮ら
し」「協同」「家族」をたいせ
つに、みんながつながるこ
とで、人・組織・地域が元気
になる記事が満載です。

『家の光』で
より豊かな生活を
『家の光』で
より豊かな生活を

ムラを守るために
今こそ“継業”だ！

予告

ここでは、ＪＡにじ
青年部が日頃行っている活動を
紹介していきます。

もっと女性参画！

世界を輝かせる女性たち

　１月22日・23日の二日間、宮崎県 宮崎観光ホテルで『ＪＡ九青協農業経営対策研修会』が、約200名の盟友・関係者
参加のもと開催されました。
　平成31年10月１日から施行される軽減税率について研修があり、「軽減税率・インボイス制度について」宮崎税務署 
上田健作 氏が講義。　また「高千穂郷・椎葉山地域の世界農業遺産登録について」と題し、開催県である地元宮崎の高
千穂町役場 総合政策室 田崎友教 氏より高千穂町における山間地農林業複合システムや世界農業遺産連携協定に伴
う取り組みについて講義があり、また人と人とのきずなや交流を語りました。
　二日目は県内農場等の視察も行い、大いに刺激を受け充実した研修会となりました。

　１月22日・23日の二日間、宮崎県 宮崎観光ホテルで『ＪＡ九青協農業経営対策研修会』が、約200名の盟友・関係者
参加のもと開催されました。
　平成31年10月１日から施行される軽減税率について研修があり、「軽減税率・インボイス制度について」宮崎税務署 
上田健作 氏が講義。　また「高千穂郷・椎葉山地域の世界農業遺産登録について」と題し、開催県である地元宮崎の高
千穂町役場 総合政策室 田崎友教 氏より高千穂町における山間地農林業複合システムや世界農業遺産連携協定に伴
う取り組みについて講義があり、また人と人とのきずなや交流を語りました。
　二日目は県内農場等の視察も行い、大いに刺激を受け充実した研修会となりました。

ＪＡ九青協農業経営対策研修会ＪＡ九青協農業経営対策研修会１ 22・23
火 水

家族で囲む
大皿おせち

　テーマは「ふるさとで育った農産物」。２０１８年の夏休み
に管内１６小学校の５年生を対象に絵画作品を募集し、応募
いただいた中からＪＡ賞１２点、入賞２４点を選定しました。
　ＪＡ賞１２点でＪＡにじオリジナルカレンダーを作成していま
す。入賞作品については毎月２点ずつ広報誌でご紹介します。
今回は３月の入賞者です。

2018年JAにじオリジナルカレンダー

絵画コンクール入賞作品紹介
2018年JAにじオリジナルカレンダー

絵画コンクール入賞作品紹介
2018年JAにじオリジナルカレンダー

絵画コンクール入賞作品紹介
2019年JAにじオリジナルカレンダー

絵画コンクール入賞作品紹介

2019年

3月号青年部かわら版

けい ぎょう

店舗休業及び
吉井支店ＡＴＭ休止のお知らせ

※浮羽・田主丸営農センターは通常営業いたします。
※ゆめマート・浮羽支店・田主丸支店ＡＴＭは通常通りご利用いただけます。

ご不便をおかけしますがご理解とご協力をお願いいたします

停電を伴う電気設備工事のため３月３日（日）
農機センター 吉井営農センター 吉井支店ＡＴＭ

休業 休業 休止
となります

～家庭菜園を始めたい人を応援します～

◆対象者：野菜栽培のやり方はよくわからないが、家庭菜
園に意欲のある方
◆募集人員：20名（定員になり次第、受付終了）
◆参加料：年間10,000円（個人別の実習菜園も有ります）
　※但し、資材・肥料・種子代等は、実費負担
◆内容：露地野菜全般の栽培と収穫指導
　（１月、８月を除いて毎月１回開催）

　JAにじでは若い世代から熟年の世代まで、家庭菜園を始め
てみたいと思う方を対象に「元気大学」の参加者を募集しま
す。植付けから収穫までの道のりをバックアップし、加工体験
なども行います。
　JAにじ管内（旧浮羽郡）の豊かな自然環境のなか、自分で育
てた野菜を収穫し、味わってみてはいかがですか。

期間：2019年4月～翌年3月
回数：全10回（1月・8月は除く）
開催日：第１土曜
時間：9:00～12:00
※期間、開催日、時間等については作物の状況や天候等で
変更になることがあります。

募集要項

開催期間

ＪＡにじ
「元気大学」参加者募集！
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毎月９日は防火の日　久留米広域消防本部　浮羽消防署
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うきは警察署
生活安全課
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生活安全課
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1月中

車上・部品
ねらい 性犯罪 合計 交通事故

※ 交通事故件数については、物件事故・人身事故を合計したものです。 
※ （　）内は前年同期比です。

0（±0）

身近な犯罪・交通事故の発生状況（H31年1月中）

サイバー犯罪に気をつけよう！ 手口の種類と対策

不正アプリがインストールされ電話帳などの
個人情報が抜き取られる

ウイルス感染！と不安をあおって
偽のサポートセンターに電話するよう誘導

対策

サポート詐欺

くわしくは、ＪＡにじ各支店まで

44，800円

2019年

5月12日（日）
　　　～14日（火）

ダウンロードしたら･･･
　　　　削除、パスワード変更
アプリは正規マーケットから
リンクをクリックしない

対策
電話しない

　JAにじが運営するデイサービスセンター「にじの家」を利用してみませんか？
高塚参拝や地域の子どもたちとのふれあいなどイベントも盛りだくさん！

まずはお試ししませんか？見学も受け付けております。
お気軽にご連絡ください。

「にじの家」利用者大歓迎！

にじの家よしい
☎0943ｰ74ｰ2233

にじの家うきは
☎0943ｰ74ｰ6560

１日無料体験はいかが？１日無料体験はいかが？

JAにじデイサービスセンター

実施日

大人お1人様（2名様1室利用）

■1名様1室旅行代金／59,800円
■3名様1室旅行代金／43,800円
　（1名はエキストラベッド利用となります。）

旅行代金

宅配業者を装った偽サイト

Mar 2019

JAにじのイベントカレンダー
3

年金友の会親善ゴルフ大会

お茶部会総会（アルカス）  

いちじく部会反省会・総会  

ＪＡにじ家の光大会  

理事会  

1
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26
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日

木

火

土

火

農機センター3月のお休みについて

3㊐・10㊐・16㊏・24㊐
休　業

9㊏・23㊏
午後から休業

吉井支店ＡＴＭ休止

吉井営農センター臨時休業

農機センター臨時休業

　山火事は、例年春先に多く発生しています。
この時季、山では枯葉や枯草が多くなることに
加え、空気の乾燥や季節風が吹くなど、山火
事が非常に発生しやすい気象条件となっていま
す。
　山火事のほとんどは、人間の不注意によって
起きていますので、私達一人ひとりが火の取り
扱いに注意することで、未然に防止できます。
かけがえのない貴重な森林を守るため、皆様
のご協力をよろしくお願いします。

※３月３日㊐の臨時休業のため
　２日㊏は営業いたします

山火事に注意！山火事に注意！
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